




















月に突然枯死 した。この現象を生命環境教育の教材 とすべ く研究を進めていた
中で、綱本は大変興味深い事実に気づいた。すなわち、明治時代の正式2万 分
17
1地 図か ら尾越周辺の植生を解析 したところ、このあたりは1895年(明 治28年)
にはほとんど針葉樹が生育 していたが、66年 後の1961年(昭 和36年)の 地図で










ぽ りと入るので、この地域(特 に尾根沿い)に 天然生のスギがもともと生育 し
ていた可能性は否定できないものの、人の手で植林された可能性が浮かび上がっ
て来たのである。

































によっても複雑 に変化するものと考えられる、 という。落葉広葉樹 と混交する
タテヤマスギの場合のように、林内照度が高ければ、発生した実生の生存率が
高 く、「実生」、「実生+伏 条」による更新が多 くなる。しか しスギの密度が高く






て比較的新 しい種であ り環境適応性が極めて高いことを示 している。まさに天
然生のスギは、生育する自然環境の林内照度や積雪条件等により、実生で繁殖







培して選抜 しスギ苗 として山に植えてきた地域 と、飲肥杉、 日田杉等のように
スギの枝から挿し木苗を栽培 してか ら植林 してきた地域がある。すなわち、歴






　本学所有の 「京女の森」のナメラ林道に沿 う尾根筋には巨大な杉群が生育 し
てお り、これは日本海側の多雪地帯に生育する天然生のアシウスギであると思
われてきた1)。
　 アシウスギの特色 として、多雪地帯である日本海側に生育 し 「伏条台杉」の




あるいは 「台杉仕立て」 という林学の用語が、いつか らかは定かではないが結












利用 して、1本 のスギの樹から最大400本 もの枝を立ち上げて育成する(立 条更
新)。 このような仕立て方は、数寄屋造 り等に必要 とされる細 くて長いスギの丸
太を多数生産する目的か ら考案された特殊な栽培法である。






風景を誰もが思い描 く。京都市右京区の三尾(高 雄 ・槙尾 ・栂尾)を 経て周山
街道を北山杉の里 ・北区中川へ向か うと、山峡に見事なスギ林が広がる。
　北山杉は北山丸太、磨丸太 ともいい、近 くの菩提の滝(北 区鷹峯菩提)で 取
れた砂で磨 き製品にした。
　　 」1にスギ樹は一樹一幹のものであるが、以前は北山丸太は一株か ら数十本
の樹幹を萌生 して、いわゆる一樹多幹のスギに仕立てられていた(写 真1参 照)。
育った枝を切ってはまた次々と枝 を萌芽 させるや り方で、このスギを台杉 とい
う。品種 としては白杉、柴原、種杉などがある。台杉の仕立ては室町時代の応
21
永年間(1394～1428)に 始まるといわれ、"茶 の湯"の 流行によって数寄屋造の
建材 として柱 ・桁や垂木丸太 として利用された。近年は高級建材の垂木や床柱
の需要減で、台杉仕立てか ら、生産効率の高い一代限 りの一樹一幹で育てる一
斉林方式(丸 太仕立て)が 主流である。北山杉は、「京都府の木」 として1966年




　(二)第1回 の枝打ち(ひ も打ち)。 この時の枝打ちの仕方で台杉仕立てとも
　　　 なり、一代限りの丸太仕立て(1本 仕立て)と もなる。
　(三)地 上70～80cmの 高さの元枝(台 木)を 数本残 して打ち取る。残 された
　　　 元枝が 「とり木」として台杉仕立ての基礎 となる。
　(四)と り木より枝幹の萌芽が立条 し、その整理(枝 打ち)を する。
　　　　　 ←)　　　　　 仁3　　　　　㈱　　　　　　　㈱
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　今 日、老齢化 した台杉(株 杉 ともいう)の 残骸が京都市近接山林の各所に見
られるのは、元枝の更新を目的に多数のスギが植えられたことを伝えるもので





栽培法(図 入 りで)な どを詳述 している。グラビアには北区中川の北山台杉林
と製材運搬(写 真2)や 各所の台杉林景観写真を掲載している。
　ところで 「北山杉」 という用語は 「北山」 と 「杉」の合成語である。
　「北山」という言葉は、文献では 『類聚国史』天長5年(828)8月24日 条に 「天
変地変有 り、北山神を祷る」が早い例だろう。淳和天皇が除災のため勅使を派
遣 している。北山神というのは敷地神社(北 区衣笠)で 、俗称 「わら天神」。元
は金閣寺の北にあったという。
　現代人の感覚から言えば、「北山」は平安京北郊一帯に広がる丘陵、山地と考














た室町時代の美術 を 「北山文化」と呼んだ。平安京遷都以後近世までは 「北山」
といえば衣笠から船岡山周辺の洛外北西の 「山」を指 したのである。
　明治期で も、吉田東伍著 『大 日本地名辞書』(1900～09)が 、「北山　衣笠村
大字北山は南北に別れ、北を大北山と為す。凡北に愛宕郡岩倉村大宮村鷹峰村
にも北山の名あれ どその顕著なるはここなり。金閣在るを以て殊に世に聞ゆ」




近代登山の普及に起因 している。『近畿の山と谷』(住 友山岳会、1932)に 「京
都の人達が普通北山と称するのは、市に近い北部の山々、たとへば大原、鞍馬、
貴船、高尾あた りを意味 してゐるようであるが、三高、京大派の山岳人では、
その範囲が著 しく拡大されて、近江、丹波か ら若狭境にまで及んでゐる。む し
ろ丹波高原と題 したほうが適切」と述べている。





で採取された天然スギ(京 都府指定天然記念物)の 標本が標準標本 とされ、ア
シウ(芦 生)の 名が付いた。
　 もともとアシウスギの学名を命名 したのは、昭和16年(1941)南 丹市美山町
芦生の京大芦生演習林を訪れた植物分類学者の中井猛之進(当 時東京帝国大学
教授)で ある。
　牧野富太郎が創始 した 『植物研究雑誌』第17巻 第5号(1941年5月 、津村研究
25




　北山で製材業を代々営む方 も、垂木材用の北山杉(台 杉仕立て)と 伏条台杉(ア
シウスギ)は 別種だという。伏条台杉は実生または挿 し木をして放っておけば、
手入れ(枝 打ち)し なくても株立ちした姿に成長 し、柱や板の建材 として利用
したと話 していた。坂本喜代蔵8)も アシウスギ と、結実 しない本白杉 などの挿
木で増殖 した 「北山台杉」は別種だと述べている。
　それがいつのまにか、台杉はアシウスギを人工的に仕立てたという解釈に変







　北山の山林所有者である古原久弥氏(左 京区花背原地町)か らの聞き取 り調
査では、50年 程前に植林 したスギの苗は、成長が早い静岡県産(オ モテスギ)
のものがほとんどだったとのことである。古原氏によれば、現在 も尾根筋に生
育 しているスギには植えたものはなく、天然に生育 したスギ(い わゆるアシウ






　　　 　　　　　　　　 　　　 京都北山におけるアシウスギとオモテスギの分布調査
2.ア シ ウ ス ギ と オ モ テ ス ギ を 区 別 す る新 しい 計 測 法
　 2-1.測 定形質 と測定方法
　ス ギの針 葉の外部形 態につい て、 これまで緑枝 長、針葉数/緑 枝長、針 葉密
度、針葉長、針 葉の軸付着角 度、針 葉の湾 曲度 な どが測定 され て きた。 これ ら
の諸形質は、オモテスギCryptomeria　 japonica　D.　Don　var.　japonicaと アシウスギ
Cyyptomeria　 japonica　D.　Don　 var.　radicans　Nakaiの 葉型の比較 にも用 い られてき
た。川名 ・田中11)は 、ス ギ挿 し木 による葉形 の観察 によ り、針葉 の形 態 は、立
地条件、樹 齢、着生部位 な どで異 なる とした。遠山9)は 、両系統 間にいずれ も
明確 な差があ るとはいえない とし、1976年 に杉の一元論 を展 開 した。
　米澤 は、次の ような新 しいス ギ針葉 の計測法 を開発 した。す なわち、1年 間
分 の針 葉が揃 っている前年枝 を用 いて、 次の5形 質 を計測 した。A～Dは1本









扁平、Dが4-10㎜ 、針葉先端が鋭 く、　Eが 幅広 く8-20㎜ になるものが多い。
これに対して、アシウスギタイプの針葉は、A≦Bと なり、断面は横にやや扁平、

















るものである。沢杉には、オモテスギもかなり混在 してお り、針葉先端が鈍 く、
葉束幅が狭 く、針葉開出角度の小さい落枝を用いた。
　測定結果は、表1に 示 した。これ らのデータをもとに、スギ針葉中央断面の
縦長 と横長の散布図(図3)を 作成 した。























































































































































上から17.3m～12.6mの 高 さ)で は縦 と横の比が1に 近い値を取るのに対 して、









がどの部分かを全 く考慮 しないで行われてお り、針葉形質の比較については再
検討する必要が出てきた。
　天然生のアシウスギと思われる片波山、鍋谷山、杉沢か ら採集してきた針葉は、















縦横の長さの比が1よ り小 さくなる針葉(す なわち横長の断面 を持つ)が アシ
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